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3
月
9

日、
千
葉
市
文

化

セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
国
鉄
闘

争
の
経
験

と
教
訓
を
活

か
す

千
葉
県
共
闘

会
議
主
催
の

「
2
0
2
4
春
闘
勝
利
！

千

葉
県
総
決
起
集

会」
が
開
催

さ
れ
た。

ユ
ニ

オ
ン
市
原

・
星
野
副

委

員

長

の
司

会、
開

会
の
あ

い
さ
つ

に
始

ま
り
主
催
者

を

代
表
し
て
千
葉
県
共
闘

会
議

坂
本
議

長

（
千
葉
県
高

教
組

委

員

長）
の
あ
い
さ
つ

と
続

い
た。来

賓
あ
い
さ
つ

で
は、

社

会
民
主
党
千
葉
曝
連
合・
阿

部
副
代
表 、

新
社
会
党
千
葉

県
本
部

・
鳩
川
書
記

長

よ
り

情
勢

を
含
め

た
連
帯
の
あ
い

0つ

20碍糧麒！千鱈譴
緯謡闘争の戸うと教頁を活かす千菓県共闘会目

声
さ
つ 。
当
初、
出
席
予
定
の

日
本
共
産
党
千
葉
県
委

員

会

は
急

な
都
合

に
よ

り
欠
席

と

な
っ

た。

立
憲

民
主
党
千
葉

瞑
総
支
部
連
合
会
か
ら
は
連

帯
の
メ
ッ

セ
ー

ジ
が
寄

せ
ら

れ
た。そ

の
後 、

千
葉
中
央
法
律

事
務
所
の
土
居
太
郎
弁
護
士

よ
り
「
働
き
方
改
革
と
高
齢

者
雇
用

安
定
法

に
つ

い
て」

衣
デ
ー

マ
に
證
塑
盆
吝

u芯

労
働

に
関
す
る
根
本
的

な
こ

と
か
ら
「
高
齢
者
雇
用

安
定

法」
に
お

け

る
義

務
と
努
力

義
務
の
相
違

な

ど

学
ぶ
こ
と

が
で
き

た。

各
労
組

・
団

体
か
ら
の
報

告
で
は
千
葉
県
高
等
学
校
教

職

員

組
合
か
ら
「
給
特
法」

と
い
う
基
本
給
の
4
％
の
調

整
額
を
支
払
う
こ
と
で
教

員

に
残

業
代

を
支
払

わ
な
い
制

度
が
あ
る。
1
9
7

1
年
頃

の
残

業
時
間

が
8

時
間

を
基

に
作

ら
れ
た
も
の
だ
が
2
0

2
2
年
11
月

の
調
査

で
時
間

外
在
校

時
間

は
平
均

で
43
時

間
を
超

え

て
い
る。
働
き
改

革
と
し
て
「
給
特
法」
の
抜

本
的

な
見
直

し
（
廃
止）

に

向

け

取
り
組
ん

で
い
く。

全
水
道
労
働
組
合
か
ら、

能
登
半
島
地
震

に
よ

り
被
災

地
の
水
道

を
は
じ
め

と
す
る

ラ
イ
フ

ラ
イ
ン

は
完

全
復
旧

に
は
至
っ

て
い
な
い。
給
水

車
を
2
台
派
遣

し
応
急
給
水

ま

雇

げ

よ

う
’―
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今
だ
か
ら

加
入
し
よ
う
よ

国
労
に

活
動
を
行
っ

て
い
る。

災
害

時
の
復
旧
作
業
を
行

う
の
は
末
端
の
公

務

員

で
あ

り、

給
水
車
の
運
用

も
含
め

ベ
テ

ラ
ン
世
代

に
頼
ら
ざ

る

を
得
ず 、
準
中
型
免
許
取
得

や
人

員

要
求

な

ど

少
し
ず
つ

前
進

を
勝

ち
取
っ

て
い
る
な

ど

災
害

時
の
イ
ン
フ

ラ
の
脆

弱
性

や
業
種

を
超

え

た
日

本

全
体
が
抱

え

る
技
術
継
承
問

題
が
報
告
さ

れ
た 。

国
労
千
葉
地
本
か
ら
は
相

次
ぐ
み

ど

り
の
窓
口
閉
鎖

や

あっ
て
は
な
ら
な
い
作
業

員

の
感
電

事
故

死、
傾

い
た
電

化
柱

と
列
車

と
の
衝
撃

や
保

守
期
限

を
経
過

し
た
た
め

の

新
幹
線
の
停
電

事
故

な

ど

安

全
性
へ

の
問
題 。
利
用
者
の

み
な
ら
ず
自
治

体
や
経
済
界

か
ら
も
反
対
の
声
が
上
が
る

名
ば
か
り
の
ダ
イ
ヤ
改
正
の

実
態

を
報
告

し
た。

争
議
団・
闘
争
団
報
告

で

は

J

A
L
被

解
雇
者
労
働
組

合
・
鈴
木
客
室
乗

務

員

団

長

よ
り
全
面
的

な
解
決

に
向

け

た
闘
争
報
告

と
支
援
の
要
請

が
あっ
た。

N
関
労・
秋
島

分
会

長

よ

り
集

会
ア
ピ
ー

ル

が
提
案
さ

れ
全
体
の
拍
手

で
承
認
レ
応

最
後

に
国
労
千
葉
地
方
本

部
・
加
藤
委

員

長

の
団
結
ガ

ン
バ

ロ

ー
で
集

会
存
終

え

た。

集
会
に
は
50
名
が
結

集し 、

全
体
で
春
闘

に
向

け

た
取
り

組
み

を
確
認

し
た。
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創今呼ぶ▼の人場おわなとのらいこにい脅グ言ラ▼なり62ばし備山鉄死円日
てり ‘ ば機工意を任りる い言成仕 る うしる か）レつイーと ‘ 年いて現之分にで本 hヨ至E3|
い上会れ会

ル

味教せ ‘ 事 ° つり事のして ゜ すlてオ安釘安当かい場内割なもだ
る げ社る も夕、 かぇに訓象まて立のでたい本事プいリ全を全時らる で副・つ多が
のては社減）あたし練もしもち本あ事る来象会る テ ← 刺をになぞ金社民てく ‘ 落ーの
ヵ： Vヽ安

員

り社る と ‘ や多て全を黄つ象か業が社がィはし疎発 ゜ ゜ 儲

長

営い稼現し時喜新
こ全も ‘

員

麿こ素教くやく理やてがら務多で ‘ と卜てか言 ← こ

け

は化 る こ、 場た赤
うを減職からろ人育な命意解）レ ‘ 増こを発安本会ツいにしとれの

‘ 当 ゜うで

J

予喜胃
英と

ど

つ人らぅでがをつに味しlい

え

そ疎し全体社プたすて昭は話ー初▼とはR tし

け

ロ

ッ考うたと学 。 何素現て関がろ

ル

くて ‘ かてをやはプ ゜
る お和やを設の国必1東転 、 ナ

ホームペー ジはI国労ちば lri町・




